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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内に挿入される挿入部先端に設けられ、体腔内組織に対して超音波を発信すると共
に、体腔内組織から反射された超音波を受信して超音波信号を生成する電子走査式超音波
振動子を有する超音波内視鏡と、その超音波内視鏡の超音波振動子を駆動制御すると共に
、生成された超音波信号から超音波画像信号を生成する超音波観測機器とからなる超音波
内視鏡装置に用いる超音波信号ケーブルコネクタ装置において、
　前記電子走査式超音波振動子を構成する複数の圧電素子のそれぞれに接続された複数の
信号線を有する超音波信号ケーブルと、
　この超音波信号ケーブルを前記超音波観測機器に接続するための超音波コネクタと、
　前記超音波信号ケーブルの複数の信号線を前記超音波コネクタにそれぞれ接続するため
の配線パターンが形成された略Ｌ字状のフレキシブル配線基板と、
　このフレキシブル配線基板の一端面に前記超音波信号ケーブルの複数の信号線を前記配
線パターンにそれぞれ接続させるための複数の配線ランドが形成され、その配線ランドが
形成された部分を硬質化した第１の硬質基板部と、
　前記フレキシブル配線基板の他端面に前記配線パターンを前記超音波コネクタに接続さ
せるための複数のコネクタ接続ランドが形成され、そのコネクタ接続ランドが形成された
部分を硬質化した第２の硬質基板部と、
　を具備し、前記Ｌ字状フレキシブル配線基板を介して、前記第１の硬質基板部と第２の
硬質基板部を対向するように変形可能なことを特徴とした超音波信号ケーブルコネクタ装
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置。
【請求項２】
　前記第１の硬質基板部の表裏両面に、前記超音波信号ケーブルの信号線を接続するため
の複数の接続ランドを形成し、その第１の硬質基板部の裏面に形成された複数の接続ラン
ドは、前記フレキシブル配線基板に設けられたスルーホールを有する配線パターンを介し
て前記第２の硬質基板部に接続されることを特徴とした請求項１記載の超音波信号ケーブ
ルコネクタ装置。
【請求項３】
　前記第１の硬質基板部の幅方向と、前記第２の硬質基板部の長さ方向の寸法は、超音波
内視鏡の挿入部内に設けられる超音波信号ケーブルチャンネルの内径以下とすることを特
徴とした請求項１または２のいずれかに記載の超音波信号ケーブルコネクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波を利用して体腔内を観察する超音波内視鏡装置において、特に電子走
査式超音波素子の駆動制御信号と超音波信号を送受信する複数の信号線からなる超音波信
号ケーブルを超音波観測機器に接続させる超音波コネクタと、前記超音波信号ケーブルと
の接続に用いる超音波信号ケーブルコネクタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野では、体腔内に挿入して生体組織の観察、採取、及び治療処置を行う際
に内視鏡が用いられている。この内視鏡には、体腔内に挿入される挿入部先端に、超音波
振動子を備え、その超音波振動子から生体組織に対して超音波を送信し、生体組織から反
射された超音波から超音波断層画像を生成して、生体組織を観察する超音波内視鏡装置が
ある。
【０００３】
　この超音波内視鏡装置に用いる超音波内視鏡の構成を図５を用いて説明する。超音波内
視鏡５１は、体腔内に挿入される細長の挿入部５２、この挿入部５２の後端に設けられる
操作部５３、この操作部５３の基端に設けられる接眼部５４、前記操作部５３から延出さ
れたユニバーサルコード５５、このユニバーサルコード５５の基端に設けられた、図示し
ていない光源装置に接続される内視鏡コネクタ５６、この内視鏡コネクタ５６から延出さ
れ先端に超音波コネクタ５８を有する超音波信号ケーブル５７から構成されている。
【０００４】
　前記挿入部５２は、細径に形成され、先端から先端硬質部５９、湾曲部６０、長尺な可
撓性を有する可撓部６１が順に設けられている。この先端硬質部５９には、超音波を送受
する複数の圧電素子が配列して構成される電子走査式超音波振動子を備えた超音波振動子
部６３が設けられている。
【０００５】
　前記操作部５３は、前記挿入部５２の湾曲部６０を所望の方向に湾曲操作する湾曲ノブ
６２、前記挿入部５２内に設けられている図示していない送気・送水チャンネルに送気・
送水するための送気・送水ボタン、吸引チャンネルに吸気・吸水する吸引ボタン、鉗子チ
ャンネルに鉗子処置具を挿入する鉗子処置具挿入口等が設けられている。前記接眼部５４
は、前記挿入部５２の先端硬質部５９に設けられた対物レンズが取り込んだ体腔内の光学
像をイメージガイドにより案内され視認する。
【０００６】
　前記内視鏡コネクタ５６は、図示していない光源装置に接続され、光源装置からの照明
光をユニバーサルコード５５、操作部５３、挿入部５２に内蔵されているライトガイドに
よって導光され先端硬質部５９から体腔内の観察部位に投射する。前記内視鏡コネクタ５
６から延出される超音波信号ケーブル５７は、前記ユニバーサルコード５５、操作部５３
、挿入部５２に設けられた図示していない超音波信号ケーブルチャンネルを介して挿通さ
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れ、前記超音波振動子部６３に設けられた電子走査式超音波振動子に接続されている。こ
の超音波信号ケーブル５７の先端に設けられた超音波コネクタ５８は、前記超音波振動子
部６３の電子走査式超音波振動子による超音波の送受駆動制御を行う図示していない超音
波観測機器に接続する。
【０００７】
　前記超音波信号ケーブル５７は、前記超音波振動子部６３に設けられた電子走査式超音
波振動子の複数の圧電素子に接続されて、それぞれの圧電素子から超音波を送受する信号
用の複数の信号線と、その複数の信号線を所定本数単位毎にグルーピングし、そのグルー
ピング毎の各信号線のシールドと絶縁被覆、及び全てのグループの信号線全体のシールド
と絶縁被覆からなっている。
【０００８】
　この超音波信号ケーブル５７の基端側の複数の信号線は、前記超音波振動子部６３に設
けられる電子走査式超音波振動子の複数の圧電素子にそれぞれ電気的に接続される。前記
複数の圧電素子に接続された前記超音波信号ケーブル５７の先端は、前記挿入部５２の先
端硬質部５９に設けられた超音波信号ケーブルチャンネル開口から挿入される。この先端
硬質部５９から超音波信号ケーブルチャンネル開口から挿入された前記超音波信号ケーブ
ル５７は、前記挿入部５２の湾曲部６０と可撓部６１、操作部５３、ユニバーサルコード
５５、内視鏡コネクタ５６の超音波信号ケーブルチャンネルを挿通して超音波コネクタ５
８に接続される。
【０００９】
　この超音波コネクタ５６には、前記超音波信号ケーブル５７の複数の信号線と、シール
ドをそれぞれ電気的に接続するための後述する接続コネクタ９２と、それぞれの信号線に
より送受される信号の超音波観測機器とのマッチングを行う後述するマッチング基板９１
が設けられている。
【００１０】
　前記超音波信号ケーブル５７の複数の信号線の先端には、前記信号線をグルーピングし
たグループ毎にケーブルコネクタ基板が設けられる。このケーブルコネクタ基板によって
、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に接続されるようになっている。このケー
ブルコネクタ基板の構成は、例えば、特許文献１に提案されている。
【００１１】
　この特許文献１に提案されている超音波信号ケーブルの先端に設けられるケーブルコネ
クタ基板の構成について、図６乃至図８を用いて説明する。最初に図８を用いて超音波コ
ネクタ５８の構成を簡単に説明する。なお、図８は、超音波コネクタの断面図である。
【００１２】
　この超音波コネクタ５８は、略長方形の箱状の金属フレーム９６、ケーブル挿入孔９０
、接続コネクタ９２、絶縁シート９３、マッチング基板９１、ベース基板９４、金属基板
９７、コネクタユニット９８からなる。ケーブル挿入孔９０は、前記金属フレーム９６内
に前記超音波信号ケーブル５７を挿入するための挿入孔である。接続コネクタ９２は、前
記ケーブル挿入孔９０から挿入された超音波信号ケーブル５７の先端に設けられた後述す
る複数のケーブルコネクタ基板と、そのケーブルコネクタ基板に接続された後述する延長
基板８５が装着される。絶縁シート９３は、前記接続コネクタ９２に前記延長基板８５を
装着接続する際に、前記延長基板８５と金属フレーム９６との間に介装されて絶縁する。
マッチング基板９１は、前記接続コネクタ９２に電気的に接続され、前記超音波信号ケー
ブル５７に接続されている電子走査式超音波振動子と超音波観測機器とのマッチングを行
うマッチング回路が搭載された基板である。ベース基板９４は、前記マッチング基板９１
に接続され、かつ、超音波観測機器に接続するための複数のコネクタピンが設けられてい
る。金属基板９７は、前記ベース基板９４のコネクタピンの周辺を覆い、前記金属フレー
ム９６に固定されている。コネクタユニット９８は、超音波コネクタ５８を前記超音波観
測機器に装着した際に前記金属フレーム９６と金属基板９７を超音波観測機器の基準電位
と同電位とする。
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【００１３】
　この超音波コネクタ５８に接続される超音波信号ケーブル５７の構成について図６を用
いて説明する。この超音波信号ケーブル５７は、複数の信号芯線７１、この複数の信号芯
線７１のそれぞれの周囲に設けられた絶縁体層７２、それぞれの絶縁体層７２の周囲に設
けられたシールド７３、そのシールド７３の周囲に被覆された絶縁被覆層７４からなる信
号線と、この信号線を複数本単位でグルーピングして形成した複数の同軸線７５ａ，７５
ｂ，７５ｃ，７５ｄと、この複数の同軸線７５ａ～７５ｄをまとめて、その周囲に設けら
れた全体シールド７６と、この全体シールド７６を被覆する全体絶縁被覆７７からなって
いる。
【００１４】
　前記複数の同軸線７５ａ～７５ｄのそれぞれの先端には、ケーブルコネクタ基板７８ａ
～７８ｄが接続されている。このケーブルコネクタ基板７８ａ～７８ｄは、図示するよう
に、各同軸線７５ａ～７５ｄの先端からケーブルコネクタ基板７８ａ～７８ｄの長さＬ分
、同軸線７５ａ～７５ｄの軸方向にずらして接続されている。つまり、ケーブルコネクタ
基板７８ａ～７８ｄが相互に重ならないように配置されている。
【００１５】
　このケーブルコネクタ基板７８ａ～７８ｄの構成について、図７を用いて説明する。こ
のケーブルコネクタ基板７８は、図７（ａ）に示すように、長方形状のフレキシブル基板
によって形成されている。この長方形状のフレキシブル基板の一方の表面の短辺側に前記
同軸線７５の信号芯線７１を電気的に接続するための等間隔に設けられた第１の配線ラン
ド７９ａ、前記同軸線７５のシールド７３を電気的に接続される第１の接地配線ランド８
０ａが設けられている。前記長方形状のフレキシブル基板の一方の表面の長辺側に等間隔
に設けられた第２の配線ランド７９ｃ、この第２の配線ランド７９ｃと併設された第２の
接地配線ランド８０ｃが設けられている。さらに、フレキシブル基板の表面には、前記第
１の配線ランド７９ａと第２の配線ランド７９ｃを接続する配線パターン７９ｂ、前記第
１の接地配線ランド８０ａと第２の接地配線ランド８０ｃを接続する接地配線パターン８
０ｂが形成されている。この接続コネクタ７８の第１の配線ランド７９ａと第１の接地配
線ランド８０ａが形成される短辺側の幅は、前記超音波内視鏡５１の挿入部５２、操作部
５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コネクタ５６に設けられている超音波信号ケーブ
ルチャンネルに挿通可能な寸法に形成されている。
【００１６】
　このケーブルコネクタ基板７８に接続する延長基板８５は、長方形状のフレキシブル基
板によって形成されている。この長方形状のフレキシブル基板の表面の一方端側には、前
記ケーブルコネクタ基板７８の第２の配線ランド７９ｃと第２の接地配線ランド８０ｃと
電気的に接続される配線ランド８６が設けられている。このフレキシブル基板の表面の他
方端側には、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に装着される接続ランド８７が
設けられ、前記配線ランド８６と接続ランド８７とを接続する配線パターン８５からなっ
ている。
【００１７】
　前記超音波信号ケーブル５７の複数の同軸線７５ａ～７５ｄの先端に前記ケーブルコネ
クタ基板７８ａ～７８ｄが接続された状態において、前記ケーブルコネクタ基板７８が接
続された側から前記挿入部５２の先端硬質部５９から挿入して、前述したように、挿入部
５２、操作部５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コネクタ５６の超音波信号ケーブル
チャンネルを挿通して、前記超音波コネクタ５８のケーブル挿入孔９０から挿入させる。
このケーブル挿入孔９０から挿入された超音波信号ケーブル５７の同軸線７５ａ～７５ｄ
の先端にそれぞれ接続されたケーブルコネクタ基板７８ａ～７８ｄの第２の配線ランド７
９ｃと第２の接地配線ランド８０ｃに、前記延長基板８５の配線ランド８６を半田付によ
り電気的に接続させる。
【００１８】
　前記ケーブルコネクタ基板７８の第２の配線ランド７９ｃと第２の接地配線ランド８０
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ｃに、配線ランド８６が電気的に接続された前記延長基板８５の他方の配線ランド８７は
、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に装着されて、前記マッチング基板９１を
介して、前記ベース基板９４のコンタクトピンに接続される。
【００１９】
　つまり、超音波信号ケーブルは、細径な超音波信号ケーブルチャンネルに挿通可能な形
状のケーブルコネクタ基板をケーブル先端に接続させて挿通させ、超音波コネクタに挿入
後に延長基板を介してマッチング基板に接続している。
【特許文献１】特開２０００－１３９９２７号公報（第５頁右欄から第７頁左欄、図８か
ら図１２参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　従来の超音波内視鏡において、電子走査式超音波振動子に接続された超音波ケーブル５
７の信号芯線７１は、電子走査式超音波振動子を構成する圧電素子の数によるが、数十本
以上の比較的多くの本数が内蔵されている。このために超音波信号ケーブル５７の外形の
細径化と、複数の圧電素子の幅が狭く信号芯線の電気的接続部分も狭いことなどから前記
信号芯線７１の線径が極細化されている。
【００２１】
　更に、前記超音波信号ケーブル５７の先端に接続されたケーブルコネクタ基板７８の形
状寸法は、前述したように、挿入部５２、ユニバーサルコード５５などの細径な超音波信
号ケーブルチャンネルに挿通させるために、この超音波信号ケーブルチャンネルの内径以
下にする必要がある。
【００２２】
　このため、前記超音波信号ケーブル５７の所定の本数の信号芯線７１を接続する前記ケ
ーブルコネクタ基板７８に設けられる第１の配線ランド７９ａのランド幅とランド間隔は
極小化する。従って、ランド幅とランド間隔が極小である第１の配線ランド７９ａに、極
細な信号芯線７１を半田付による電気的接続は高度な熟練した作業が必要となる。
【００２３】
　一方、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に設けられる複数のコネクタ片は、
コネクタ片幅とコネクタ片間隔が比較的広く設定されて、接触不良が生じないように配慮
されている。この超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２のコネクタ片に対応して、前記
ケーブルコネクタ基板７８の第２の配線ランド７９ｃのランド幅とランド間隔が設定され
ている。かつ、前記接続コネクタ９２への装着を容易とするために前記延長基板８５が設
けられている。
【００２４】
　しかし、前記超音波信号ケーブル５７に事前に前記ケーブルコネクタ基板７８を接続し
た状態において、前記超音波信号ケーブルチャンネルに挿通して、前記超音波コネクタ５
８のケーブル挿入孔９０に挿入した後に、前記延長基板８５を半田接続する必要がある。
この超音波コネクタ５８の狭い内部におけるケーブルコネクタ基板７８と延長基板８５と
の半田付け作業は煩雑で熟練を要する。又、このケーブルコネクタ基板７８と延長基板８
５の半田付け箇所は、外力により亀裂が容易に発生する課題がある。
【００２５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、作業環境の狭い超音波コネクタに
おける電気的接続作業をなくし、細径な超音波信号ケーブルチャンネルに容易に挿通でき
る超音波信号ケーブルコネクタ装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の超音波信号ケーブルコネクタ装置は、体腔内に挿入される挿入部先端に設けら
れ、体腔内組織に対して超音波を発信すると共に、体腔内組織から反射された超音波を受
信して超音波信号を生成する電子走査式超音波振動子を有する超音波内視鏡と、その超音
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波内視鏡の超音波振動子を駆動制御すると共に、生成された超音波信号から超音波画像信
号を生成する超音波観測機器とからなる超音波内視鏡装置に用いられる超音波信号ケーブ
ルコネクタ装置において、前記電子走査式超音波振動子を構成する複数の圧電素子のそれ
ぞれに接続された複数の信号線を有する超音波信号ケーブルと、この超音波信号ケーブル
を前記超音波観測機器に接続するための超音波コネクタと、前記超音波信号ケーブルの複
数の信号線を前記超音波コネクタにそれぞれ接続するための配線パターンが形成された略
Ｌ字状のフレキシブル配線基板と、このフレキシブル配線基板の一端面に前記超音波信号
ケーブルの複数の信号線を前記配線パターンにそれぞれ接続させるための複数の配線ラン
ドが形成され、その配線ランドが形成された部分を硬質化した第１の硬質基板部と、前記
フレキシブル配線基板の他端面に前記配線パターンを前記超音波コネクタに接続させるた
めの複数のコネクタ接続ランドが形成され、そのコネクタ接続ランドが形成された部分を
硬質化した第２の硬質基板部と、を具備し、前記Ｌ字状フレキシブル配線基板を介して、
前記第１の硬質基板部と第２の硬質基板部を対向するように変形可能なことを特徴とてい
る。
【００２７】
　本発明の超音波信号ケーブルコネクタ装置の前記第１の硬質基板部の表裏両面に、前記
超音波信号ケーブルの信号線を接続するための複数の接続ランドを形成し、その第１の硬
質基板部の裏面に形成された複数の接続ランドは、前記フレキシブル配線基板に設けられ
たスルーホールを有する配線パターンを介して前記第２の硬質基板部に接続されることを
特徴としている。
【００２８】
　本発明の超音波信号ケーブルコネクタ装置の前記第１の硬質基板部の幅方向と、前記第
２の硬質基板部の長さ方向の寸法は、超音波内視鏡の挿入部内に設けられる超音波信号ケ
ーブル挿通チャンネルの内径以下とすることを特徴としている。
【００３１】
　本発明の超音波信号ケーブルコネクタ装置は、超音波信号ケーブルの先端へのケーブル
コネクタの半田付により電気的接続作業が最小化でき、かつ、細径な超音波信号ケーブル
チャンネルに容易に挿通できると共に、超音波コネクタに設けられた接続コネクタへの装
着も容易となる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明は、超音波振動子に接続された超音波信号ケーブルの先端へのケーブルコネクタ
の接続作業の最小化と、細径な超音波ケーブルチャンネルへの挿通と、超音波コネクタへ
の装着作業の簡素なり、作業効率が向上し、かつ、ケーブルコネクタの強度が向上する効
果を有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施形態について図を用いて説明する。本発明の超音波信号ケーブルコ
ネクタ装置の第一の実施形態を図１と図２を用いて説明する。図１は本発明に係る超音波
信号ケーブルコネクタ装置の第一の実施形態である超音波信号ケーブルに接続するケーブ
ルコネクタの構成を示し、図１（ａ）は平面図、図１（ｂ）は側面図である。図２は本発
明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第一の実施形態である超音波信号ケーブルに
接続したケーブルコネクタの超音波信号ケーブルチャンネルへの挿入方法を示す側面図で
ある。
【００３４】
　超音波内視鏡装置において、図６を用いて前述したように超音波内視鏡の挿入部先端に
設けられた電子走査式超音波振動子に接続された超音波信号ケーブル５７は、超音波内視
鏡の挿入部５２、操作部５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コネクタ５６に設けられ
ている細径の超音波信号ケーブルチャンネルに挿通され、超音波観測機器に超音波コネク
タ５８を介して接続される。この超音波信号ケーブル５７の先端には、前記超音波コネク
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タ５８との接続用のケーブルコネクタが用いられている。
【００３５】
　この超音波信号ケーブル５７の先端に設けられる前記超音波コネクタ５８に接続するた
めの、本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置について、図１を用いて説明する。
なお、本発明に用いる超音波信号ケーブル５７と超音波コネクタ５８の構成は、図６乃至
図８を用いて前述した超音波信号ケーブル５７と超音波コネクタ５８と同じである。
【００３６】
　本発明の第一の実施形態の超音波信号ケーブルコネクタ装置（以下、単にケーブルコネ
クタと称する）１０は、絶縁性ベース基板の表面に接続ランドや回路パターンが形成され
たフレキシブル基板１１からなり、このフレキシブル基板１１は、略Ｌ字状に一体形成さ
れている。
【００３７】
　このＬ字状に形成されたフレキシブル基板１１の一端の表面には、前記超音波信号ケー
ブル５７の同軸線７５ａ～７５ｄの複数の信号芯線７１がそれぞれを半田付けにより電気
的に接続される等間隔に設けられた複数の信号芯線配線ランド１５ａ～１５ｎと、この信
号芯線配線ランド１５ａ～１５ｎにそれぞれ接続される複数の信号芯線７１に設けられて
いるシールド７３それぞれを半田付けにより電気的に接続される接地ランド１６が設けら
れている。前記信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地ランド１６からは、前記フレキシブ
ル基板１１の表面形状に沿って等間隔に設けられた配線パターン１７ａ～１７ｎと、接地
パターン１８とが延出している。
【００３８】
　前記Ｌ字状に形成されたフレキシブル基板１１の他端の表面には、前記超音波コネクタ
５８の接続コネクタ９２に装着されてマッチング基板９１と接続する等間隔に設けられた
複数のコネクタ接続ランド１９ａ～１９ｎとコネクタ接地ランド２０が設けられている。
このコネクタ接続ランド１９ａ～１９ｎは、前記配線パターン１７ａ～１８ｎに接続され
、コネクタ接地ランド２０は、前記接地パターン１８に接続されている。
【００３９】
　前記信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地ランド１６が設けられたフレキシブル基板１
１の一端の表面の幅方向寸法である図中の符号ｌ１は、前記超音波内視鏡５１の挿入部５
２、操作部５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コネクタ５６に設けられている超音波
信号ケーブルチャンネルの内径以下とする。このために、前記信号芯線ランド１５ａ～１
５ｎのランド幅は、超音波信号ケーブル５７の信号芯線７１の線径と略同等であり、前記
信号芯線ランド１５ａ～１５ｎのランド間の間隔は、前記幅方向寸法ｌ１に所定の本数の
信号芯線７１が接続できる間隔に設定されている。
【００４０】
　又、前記コネクタ配線ランド１９ａ～１９ｎとコネクタ接地ランド２０が設けられたフ
レキシブル基板１１の他端の表面の長手方向である前記超音波コネクタ５８の接続コネク
タ９２への挿入方向寸法は、前記一端の表面の前記信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地
ランド１６が設けられたフレキシブル基板１１の幅方向寸法ｌ１と略同じく、前記超音波
信号ケーブルチャンネルの内径以下に形成する。
【００４１】
　前記信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地ランド１６が設けられたフレキシブル基板１
１の裏面側には、図１（ｂ）に示すように、硬質部材２２を貼着して第１の硬質基板部１
２を形成する。又、前記コネクタ接続ランド１９ａ～１９ｎとコネクタ接地ランド２０が
設けられたフレキシブル基板１１の裏面側には、図１（ｂ）に示すように、硬質部材２３
を貼着して第２の硬質基板部１３を形成する。この第１項の硬質基板部１２の幅寸法ｌ１
と第２の硬質基板１３の長手方向寸法ｌ３は、前記超音波信号ケーブルチャンネルの内径
以下の略同等（ｌ１＝ｌ３）に形成されている。さらに、この第１の硬質基板部１２から
延出された配線パターン１７ａ～１７ｎと接地パターン１８が形成されたフレキシブル基
板１１がＬ字状に変形する部分から第２の硬質基板部１３までの長手方向寸法ｌ２は、前
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記超音波信号ケーブルチャンネルの内径以下とし、前記第１硬質部１２の幅方向寸法と第
２の硬質基板部１３の長手方向寸法ｌ３と同等か、それ以下（ｌ１＝ｌ３≧ｌ２）とする
。
【００４２】
　つまり、前記Ｌ字状に形成したフレキシブル基板１１は、前記信号芯線ランド１５ａ～
１５ｎと接地ランド１６を設けた部分に硬質部材２２を貼着して第１の硬質基板部１２を
形成し、前記コネクタ接続ランド１９ａ～１９ｎとコネクタ接地ランド２０が形成された
部分に硬質部材２３を貼着して第２の硬質基板部１３を形成し、前記第１の硬質基板部１
２と第２の硬質基板部１３は折り曲げ変形がしにくい状態とし、その第１と第２の硬質基
板部１２，１３以外の配線パターン１７ａ～１７ｎと接地パターン１８が設けられたフレ
キシブル基板１１は軟性なフレキシブル性を残存させた軟性基板部１４となる。
【００４３】
　このような構成のケーブルコネクタ１０の第１の硬質基板部１２に設けられた信号芯線
ランド１５ａ～１５ｎに超音波信号ケーブル５８の各信号芯線７１を、接地ランド１６に
各信号芯線７１のシールド７３を細径信号線用の半田付け冶具等を用いて電気的接続を行
う。
【００４４】
　このケーブルコネクタ１０が接続された超音波信号ケーブル５７を前記超音波内視鏡５
１の先端硬質部５９から挿入部５２、操作部５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コネ
クタ５６に設けられた超音波信号ケーブルチャンネルに挿通する方法について、図２を用
いて説明する。
【００４５】
　前記超音波信号ケーブル５７の先端に電気的に接続された前記ケーブルコネクタ１０は
、前記第１の硬質基板部１２の信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地ランド１６が設けら
れた面と、第２の硬質基板部１３のコネクタ接続ランド１９ａ～１９ｎとコネクタ接地ラ
ンド２０が設けられた面とが対向するように前記軟性基板部１４から略Ｕ字形に折り曲げ
る。
【００４６】
　このＵ字形に折り曲げた状態において、超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿入させ
ると、第１と第２の硬質基板部１２，１３は、超音波信号ケーブルチャンネル２５の内径
以下に設定されていることから前記超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿通させること
ができる。なお、前記ケーブルコネクタ１０を超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿通
時には、Ｕ字形状に維持させるために、Ｕ字状に折り曲げた状態で、例えば、円筒形チュ
ーブを被冠させたり、セロハンテープを巻回する。
【００４７】
　このようにして、前記超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿通された前記超音波信号
ケーブル５７の先端に接続された前記ケーブルコネクタ１０は、前記超音波コネクタ５８
のケーブル挿入孔９０１から挿入して、前記ケーブルコネクタ１０をＵ字形に折り曲げ維
持させていた円筒形チューブ、またはセロハンテープなどを除去した後、前記第２の硬基
板部２３を接続コネクタ９２に装着する。
【００４８】
　以上説明したように、超音波信号ケーブルチャンネル２５に超音波信号ケーブル５７を
挿入する以前に、前記超音波信号ケーブル５７の信号芯線７１とシールド７３に前記ケー
ブルコネクタ１０の第１の硬質基板部１２に設けられた信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと
接地ランド１６へと電気的接続が可能となる。この電気的接続である半田付け作業は、周
囲にいかなる構造物も存在しない広い環境状態において実施できる。このために、超音波
信号ケーブル５７とケーブルコネクタ１０の半田接続用特殊冶具も作業環境の制約がない
ことから比較的簡素とすることができる。さらに、ケーブルコネクタ１０は、Ｌ字状に形
成され、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に装着させる第２の硬質基板部１３
と一体に形成されているために、超音波コネクタ５８の内部における半田付け作業も不要
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となり、かつ、Ｌ字形状部分に外力が加わっても亀裂が生じにくくなる。
【００４９】
　次に、本発明の超音波内視鏡用超音波信号ケーブルコネクタ装置の第二の実施形態を図
３と図４を用いて説明する。図３は、本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第
二の実施形態である超音波信号ケーブルに用いるケーブルコネクタの構成を示し、図３（
ａ）は平面図、図３（ｂ）は側面図である。図４は本発明に係る超音波信号ケーブルコネ
クタ装置の第二の実施形態である超音波信号ケーブルに用いるケーブルコネクタの超音波
信号ケーブルチャンネルへの挿入方法を示す側面図である。なお、図１と図２と同一部分
は、同一符号を付して詳細説明は省略する。
【００５０】
　前述した第一の実施形態は、Ｌ字状に形成されたフレキシブル基板１１の一端の表面に
信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと接地ランド１６が形成されているが、この第二の実施形
態のケーブルコネクタ１０’は、Ｌ字状に形成されたフレキシブル基板１１’の一端の表
面と裏面の両面に信号芯線ランド１５’ａ、１５’ｂ，…と接地ランド１６’（裏面側の
号芯線ランド１５’ａ、１５’ｂ，…と接地ランド１６’は図示していない）とがそれぞ
れ設けられ、かつ、表裏両面のそれぞれの信号芯線ランド１５’ａ，１５’ｂ，…と接地
ランド１６’からは、配線パターン１７’ａ，１７’ｂ，…と接地パターン１８’が長手
方向に延出形成されている。前記フレキシブル基板１１の裏面側に設けられた配線パター
ン１７’ａ，１７’ｂ，…と接地パターン１８’は、前記フレキシブル基板１１’のＬ字
状への変形部分にスルーホール２４ａ，２４ｂ，…を設け、このスルーホール２４ａ，２
４ｂ，…を介して表面側に導出されている。
【００５１】
　前記フレキシブル基板１１の他端の表面側には、前記超音波コネクタ５８の接続コネク
タ９２に装着するためのコネクタ接続ランド１９’ａ～１９’ｎとコネクタ接地ランド２
０’とが設けられ、このコネクタ接続ランド１９’ａ～１９’ｎと前記コネクタ接地ラン
ド２０’は、前記配線パターン１７ａ，１７ｂ，…とスルーホール２４ａ，２４ｂ，…に
接続されている。
【００５２】
　つまり、前記フレキシブル基板１１の一端の表裏両面に信号芯線ランド１５’ａ、１５
’ｂ，…と接地ランド１６’とがそれぞれ設けられ、その信号芯線ランド１５’ａ、１５
’ｂ，…と接地ランド１６’とに超音波信号ケーブル５７の信号芯線７１とシールド７３
が半田付け接続されることで、前述した第一の実施形態のように硬質部材２２を貼着する
ことなく第１の硬質基板部１２’が形成できる。
【００５３】
　又、このケーブルコネクタ１０’に接続する超音波信号ケーブル５７の信号芯線７１の
数量が前述した第一の実施形態と同じである場合は、第１の硬質基板部１２’の表裏両面
側に信号芯線ランド１５’ａ、１５’ｂ，…と接地ランド１６’とをそれぞれ設けたこと
により、この第１の硬質基板部１２’の幅方向寸法ｌ１’は、約半分（ｌ１’＝ｌ１／２
）にすることができる。
【００５４】
　さらに、前記第１の硬質基板部１２’の表裏両面の信号芯線ランド１５’ａ，１５’ｂ
，…と接地ランド１６からの配線パターン１７’ａ，１７’ｂ，…と接地パターン１８’
は、前記第１の硬質基板部１２’の長手方向の直進延出させ、フレキシブル基板１１のＬ
字に変形する部分において、裏面側の配線パターン１７’ａ，１７’ｂ，…と接地パター
ン１８’をスルーホール２４ａ，２４ｂ，…により表面側に導出させて、前述した第一の
実施形態と同様に硬質部材２３’が貼着された第２の硬質基板部１３’のコネクタ接続ラ
ンド１９’ａ～１９’ｎとコネクタ接地ランド２０’に接続される。この結果、第２の硬
質部１３’の長手方向の寸法と幅方向の寸法を前述した第一の実施形態と同様に前記超音
波コネクタ５８の接続コネクタ９２の形状寸法に合わせることができる。
【００５５】
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　このようにケーブルコネクタ１０’は、Ｌ字状に形成したフレキシブル基板１１’の表
裏両面に信号芯線ランド１５’ａ～１５’ｎと接地ランド１６’を設け、これらに超音波
信号ケーブル５７の信号芯線７１とシールド７３を半田付け接続することにより第１の硬
質基板部１２を形成し、前記コネクタ接続ランド１９’ａ～１９’ｎとコネクタ接地ラン
ド２０’が形成された裏面に硬質部材２３を貼着して第２の硬質基板部１３’を形成する
ことにより前記第１の硬質基板部１２’と第２の硬質基板部１３’は折り曲げ変形がしに
くい状態となる。又、その第１と第２の硬質基板部１２’，１３’以外の配線パターン１
７’ａ，１７’ｂ，…，接地パターン１８’，スルーホール２４ａ，２４ｂ，…が設けら
れたフレキシブル基板１１の軟性フレキシブル性を残存させた軟性基板部１４となる。
【００５６】
　このケーブルコネクタ１０’の第１の硬質基板部１２’の表裏両面に設けられた信号芯
線ランド１５’ａ，１５’ｂ，…に超音波信号ケーブル５８の各信号芯線７１を、接地ラ
ンド１６’に各信号芯線７１のシールド７３をそれぞれ細径信号線の半田付け用冶具等を
用いて電気的接続を行う。
【００５７】
　このケーブルコネクタ１０’が接続された超音波信号ケーブル５７を前記超音波内視鏡
５１の先端硬質部５９から挿入部５２、操作部５３、ユニバーサルコード５５、内視鏡コ
ネクタ５６に設けられた超音波信号ケーブルチャンネルに挿通する方法について、図４を
用いて説明する。
【００５８】
　前記超音波信号ケーブル５７の先端に電気的に接続された前記ケーブルコネクタ１０’
は、前記第１の硬質基板部１２’の信号芯線ランド１５’ａ，１５’ｂ，…と接地ランド
１６’が設けられた一方の面と、第２の硬質基板部１３’のコネクタ接続ランド１９’ａ
～１９’ｎとコネクタ接地ランド２０’が設けられた面とが対向するように前記軟性基板
部１４’から略Ｕ字状に折り曲げる。
【００５９】
　このＵ字状に折り曲げた状態にして、超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿入させる
と、第１と第２の硬質基板部１２’，１３’は、超音波信号ケーブルチャンネル２５の内
径以下に設定されていることから前記超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿通させるこ
とができる。なお、前記ケーブルコネクタ１０’を超音波信号ケーブルチャンネル２５に
挿通時には、Ｕ字状体を維持させるために、Ｕ字状に折り曲げた状態で、例えば、円筒形
チューブを被冠させたり、セロハンテープを巻回する。
【００６０】
　このようにして、前記超音波信号ケーブルチャンネル２５に挿通された前記超音波信号
ケーブル５７の先端に接続された前記ケーブルコネクタ１０’は、前記超音波コネクタ５
８の超音波ケーブル挿入孔７１から挿入して、前記ケーブルコネクタ１０’をＵ字状に折
り曲げ維持させていた円筒形チューブ、またはセロハンテープなどを除去した後、前記第
２の硬質基板部２３’を接続コネクタ９２に装着する。
【００６１】
　この第二の実施形態では、前記第１の硬質基板部１２’の幅寸法ｌ１’を前記第一の実
施形態の幅寸法ｌ１に対して、約半分（ｌ１’＝ｌ１／２）に設定できることから、第２
の硬質基板部１３’の長手方向寸法ｌ３’は、超音波信号ケーブルチャンネル２５の直径
に比較的近い値にすることができる。
【００６２】
　又、前記第１の硬質基板１２’の表裏両面の信号芯線ランド１５’ａ，１５’ｂ，…と
接地ランド１６の長手方向の直進延出させた配線パターン１７’ａ～１７’ｎ、接地パタ
ーン１８’、スルーホール２４ａ，２４ｂ，…が形成されているＬ字状変形部分１４’ａ
の表裏いずれかの面に硬質部材を貼着して第３の硬質基板１４’ａとする。この第３の硬
質基板部１４’ａを形成すると、スルーホール２４ａ，２４ｂ，…に対する変形湾曲のス
トレスの供給を防止できる。なお、前記第２の硬質基板部１３’のコネクタ接続ランド１
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９’ａ～１９’ｎとコネクタ接地ランド２０’から延出されている配線パターン１７’ａ
～１７’ｎと接地パターン１８’が設けられる部分にはフレキシブル基板１１’の軟性状
態が維持された軟性基板部１４’ｂを形成する。
【００６３】
　以上説明したように、超音波信号ケーブルチャンネル２５に超音波信号ケーブル５７を
挿入する以前に、前記超音波信号ケーブル５７の信号芯線７１とシールド７３を前記ケー
ブルコネクタ１０の第１の硬質基板部１２に設けられた信号芯線ランド１５ａ～１５ｎと
接地ランド１６へと電気的接続が可能となる。この電気的接続である半田付け作業は、周
囲にいかなる構造物も存在しない広い環境状態において実施できる。このために、超音波
信号ケーブル５７とケーブルコネクタ１０の半田接続用特殊冶具も作業環境の制約がない
ことから比較的簡素とすることができる。さらに、ケーブルコネクタ１０は、Ｌ字状に形
成され、前記超音波コネクタ５８の接続コネクタ９２に装着させる第２の硬質基板部１３
と一体に形成されているために、超音波コネクタ５８の内部における半田付け作業も不要
となり、かつ、Ｌ字形状部分に加わる切断力に対しても強固となる。
【００６４】
　［付記］
　以上詳述した本発明の実施形態によれば、以下のごとき構成を得ることができる。
【００６５】
　（付記１）　体腔内に挿入される挿入部先端に設けられ、体腔内組織に対して超音波を
発信すると共に、体腔内組織から反射された超音波を受信して超音波信号を生成する電子
走査式超音波振動子を有する超音波内視鏡と、その超音波内視鏡の超音波振動子を駆動制
御すると共に、生成された超音波信号から超音波画像信号を生成する超音波観測機器とか
らなる超音波内視鏡装置に用いられる超音波信号ケーブルコネクタ装置において、
　前記電子走査式超音波振動子を構成する複数の圧電素子のそれぞれに接続された複数の
信号線を有する超音波信号ケーブルと、
　この超音波信号ケーブルを前記超音波観測機器に接続するための超音波コネクタと、
　前記超音波信号ケーブルの複数の信号線を前記超音波コネクタにそれぞれ接続するため
の配線パターンが形成された略Ｌ字状のフレキシブル配線基板と、
　このフレキシブル配線基板の一端面に前記超音波信号ケーブルの複数の信号線を前記配
線パターンにそれぞれ接続させるための複数の配線ランドが形成され、その配線ランドが
形成された部分を硬質化した第１の硬質基板部と、
　前記フレキシブル配線基板の他端面に前記配線パターンを前記超音波コネクタに接続さ
せるための複数のコネクタ接続ランドが形成され、そのコネクタ接続ランドが形成された
部分を硬質化した第２の硬質基板部と、
　を具備し、前記Ｌ字状フレキシブル配線基板を介して、前記第１の硬質基板部と第２の
硬質基板部を対向するように変形可能なことを特徴とした超音波信号ケーブルコネクタ装
置。
【００６６】
　（付記２）　前記第１の硬質基板部の表裏両面に、前記超音波信号ケーブルの信号線を
接続するための複数の接続ランドを形成し、その第１の硬質基板部の裏面に形成された複
数の接続ランドは、前記フレキシブル配線基板に設けられたスルーホールを有する配線パ
ターンを介して前記第２の硬質基板部に接続されることを特徴とした付記１記載の超音波
信号ケーブルコネクタ装置。
【００６７】
　（付記３）　前記第１の硬質基板部の幅方向と、前記第２の硬質基板部の長さ方向の寸
法は、超音波内視鏡の挿入部内に設けられる超音波信号ケーブルチャンネルの内径以下と
することを特徴とした付記１または２のいずれかに記載の超音波信号ケーブルコネクタ装
置。
【００６８】
　（付記４）　前記フレキシブル配線基板は、前記第１の硬質基板部の幅方向と同じ幅方
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ブルコネクタ装置。
【００６９】
　（付記５）　前記フレキシブル配線基板は、前記第１の硬質基板部の幅方向と同じ幅方
向部分を硬質化させ、その硬質化された部分に前記スルーホールを設けたことを特徴とし
た付記２または３のいずれかに記載の超音波信号ケーブルコネクタ装置。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第一の実施形態である超音波信
号ケーブルに用いるケーブルコネクタの構成を示し、図３（ａ）は平面図、図３（ｂ）は
側面図。
【図２】本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第一の実施形態である超音波信
号ケーブルに用いるケーブルコネクタの超音波信号ケーブルチャンネルへの挿入方法を示
す側面図。
【図３】本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第二の実施形態である超音波信
号ケーブルに用いるケーブルコネクタの構成を示し、図３（ａ）は平面図、図３（ｂ）は
側面図。
【図４】本発明に係る超音波信号ケーブルコネクタ装置の第二の実施形態である超音波信
号ケーブルに用いるケーブルコネクタの超音波信号ケーブルチャンネルへの挿入方法を示
す側面図。
【図５】本発明に係る超音波内視鏡の構成を示す説明図。
【図６】従来の超音波内視鏡に用いられている超音波信号ケーブルの構成を示す平面図。
【図７】従来の超音波内視鏡に用いる超音波信号ケーブルのケーブルコネクタ基板の構成
を示す平面図。
【図８】従来の超音波内視鏡に用いる超音波コネクタの構成を示す断面図。
【符号の説明】
【００７１】
　１０　　ケーブルコネクタ
　１１　　フレキシブル基板
　１２　　第１の硬質基板部
　１３　　第２の硬質基板部
　１４　　軟性基板部
　１５　　信号芯線ランド
　１６　　接地ランド
　１７　　配線パターン
　１８　　接地パターン
　１９　　コネクタ接続ランド
　２０　　コネクタ接地ランド
　２２、２３　　硬質部材
　２５　　超音波信号ケーブルチャンネル
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连接到超声波内窥镜的超声波连接器的电子扫描超声波换能器超声波信
号电缆57的信号线连接的布线图案的基本上L形的柔性布线板11时，该挠
性布线第一被硬化，以形成布线硬板部12为超声波信号电缆57连接到基
板11的一个端面上，连接到超声连接器58上的柔性布线基板的另一端面
连接盘15超由此从通过硬化连接焊盘19连接器形成的第二硬板部13取
得，通过第一硬板部12和第二硬板部13以面对变形超声波信号线缆信道
插入声波信号电缆连接器装置。 点域1
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